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②　見学場所のメモ
邱澗

１）富山城・富山市郷土博物 〒９３０－Ｏ０８１　富山市本丸１－６２富山城址公園内

（電）０７６－４３２－７９１１
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　昭和２９年戦災復興事業の完了を機に富山城址一帯で、富山産業大博覧会が開催された際記念の恒久

建築物として、富山城天守閣が建設された。博覧会終了後は、郷土の歴史・文化を紹介する博物館とし

て運営してきたが、平成１５年から約２年半をかけて耐震改修工事とディスプレイ整備をお行い、新た

に富山城の歴史を紹介する博物館としてリニューアルオープン。平成１６年国の登録文化財に登録。

　戦国時代に築城されてから明治以降の城址の変遷に至るまで、４００年以上に亘る富山城の歴史を紹介。

富山城ものがたり導入として、富山城研究の現代・中世の富山城・近世の富山城・近現代の富山城址の

４区分に展示されている。前田利長使用の１４０ｃｍの兜は必見。

２）安田善次郎記念室　〒９３０－ｏｏ０７　富山市宝町１－３－１０　明治安田生命ビル２階

　　　　　　　　（電）０７６－４３２－２４７１

安田善次郎の生涯とその業績を遺産やパネルで解り易く展示している。

２０日は休日ですが、営業開室して下さる事になっています。

３） 田善次郎生家跡・安田記念 富山市愛宕町１

生家の跡地は昭和１４年安田家から富山市へ寄付。高橋是清の揮毫の碑がある。

４）呉羽山売薬資料　　〒９３０－０８８１　富山市安養坊９８０　（電）０７６－４３３－２８６６

　富山市呉羽丘陵の民族民芸村の中にある。 ３００余年の歴史を持つ「富山売薬」の資料を保持、活

用する為に昭和５９年（１９８４）に開館。行商に用いた用具、製薬に用いた用具等も展示されてい

る。収蔵資料の内８４６点は「富山売薬資料」として、国重要有形民族文化財に指定。

　本館から渡り廊下で繋がる別館は、旧密田家土蔵で、富山を代表する売薬商家であった密田家から

資料と共に寄付された。

５）曹洞宗長慶寺・五百羅　　〒 富山市五般１８８２

　　　　　　　　　　　（電）０７６－４４１－５４５１

　もともとは新川郡塩野に所在した真言宗寺院。天明６年（１７８６）日輪禅師により曹洞宗の寺院

として開山。河上屋市郎左衛門の勧請により現在地に移る。本尊は「桜谷大仏」と呼ばれる大仏だっ

たが、明治３年（１８７０）頃廃仏毀釈の折に富山藩の命で失われ、現在は仏頭のみ鎮座する状態。

　五百羅漢は、江戸時代後期、越中商人回船問屋の黒牧善次郎の呼びかけによって、佐渡国石工に

５３５体の羅漢像を刻ませ寄進した。寛政１１年（１７９９）～嘉永２年（１８４９）まで５０年間

要した。羅漢像は東向きに雛壇状に座しており石灯蝋をはさみながら整然と並んでいる。

６）長岡御廟曹洞宗真国寺・富山藩墓　　〒９３０－０１１２　富山市八ケ山４１８５

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（電）０７６－４３１－４０５７

　本尊は脱乾漆像の釈迦如来像、１２Ｃ後半～１３Ｃ前半頃の作。

延宝３年（１６７５）富山藩主前田公の廟所“長岡御廟”の守り役として建立。

延宝２年（１６７４）反一将有名な越中売薬の始祖、富山藩２代藩主前田企缶が父の初代藩主

利次の霊をここに弔ったのが始まり。富山藩は明治維新まで１３代、２２１年間に亘って続いた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:yrい　と;と･p･’L沁｀、　ヽﾘ｡り、1･しひy　ﾋI.｡あり　。ﾊつと廟所には、初代利次公の墓を囲むようにして、正甫、利興、利隆、利幸、利輿、利久、利謙、利幹、
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２／４

初祉、初夏、加藤の１２人の藩主、子供や側室ら一族の墓が次々と造られた。

藩主の埋葬の都度、家老や藩の重役達が墓の周りに奉納した石灯蝋約６００基。鳥居がある。

御廟入りロ門正面が初代藩主利次の墓所。３万５千平方メートルの広い廟所の森は今は公園墓地。

泊地　財団法人富山勤労総合福祉センター呉羽ハイリ 〒９３０－０１４２　富山市古作４１０３－１

　（電）０７６－４３６－０１９１

城山山頂近くに建ち眼下には富山平野､富山湾､能登半島が一望出来､自然に恵まれた公的宿泊施設。

［亘o］

8）匝丿蔀丿単東希　〒　　　　　　　　高岡市芳野８９　（電）ｏ７６６－２３－３１９６　（月）休み

　前田利長公墓所の南に廟所として造営された。

永禄５年（１５６２）現在の氷見市飯久保（いいくぼ）に創建された「飯久寺」が利常の招きにより

利長墓所の守り寺として造営されたもので、代々墓所の護持を担ってきた。

創建当時の建物は安政６年（１８５９）に全焼し、現在の建物は文久２年（１８６２）に創建当時の

ままに再建されたものとされる。境内の回廊には五百羅漢が安置されている。

９）四　国指定史跡　　　高岡市大野

　加賀薯３代目藩主前田利常が、兄利長の３３回忌に当たる正保３年（１６４６）に火葬に付した後

に御廟を造営。今も水濠をめぐらしている。

　墓は加賀の戸室石で三重の基壇を組み、基壇の正面には１２段の石段があり、基壇の上に花岡岩の

笠付き墓標が立っている。基壇の周囲の格狭間には、狩野探幽（１６０２～７４）の下絵になると伝

える蓮花図が刻まれている。墓頭迄の高さ１ １、７５ｍ。戦国武将の墓の中では最大級といわれる。

１ｏ）匹］i］441　堪能寺と前田利長公墓所を東西に結ぶ参道。長さ約８丁（８７ｏｍ）

１１４基の石灯倣（戸室石）が並び松並木と白い石畳が続いている。

１１）曹桐宗高岡山瑞龍　　〒９３３－０８６３　高岡市関本町３５（電）０７６６－２２－０１７９

　加賀藩２代藩主前田利長公の菩提を弔う為３代藩主利常公が建立。

利長公は高岡に築城し、この地で没。加賀百万石を譲られた異母弟の利常は深くその恩を感じ、

時の名匠山上善右衛門嘉広をして七堂伽藍を完備し、広山恕陽禅師をもって開山とした。

造営は正保年間から利長公の５０回忌の寛文３年（１６６３）までの約２０年の歳月を要した。

当時、寺城は３万６千坪、周囲に壕をめぐらし、まさに城郭を思わせるものがあった。

　平成９年１２月３日、山門、仏殿、法堂が国宝に指定された。また、総門、禅堂、大庫（裡）裏

回廊、大茶堂が国の重要文化財に指定された。

　江戸初期の禅宗寺院建築として高く評価されている。

１２）徳山大仏寺高岡大仏　　　　高岡市大手町１１－２９　　（電）０７６６－２３－９１５６

　日本３大仏の１つで高岡工人によって造られた。初代は木製だったが、２度の火災で焼失。その経

験から高岡銅器の技術を集めて造りなおされ青銅製となった。

総高１５、５８ｍ、重量６５ｔある。顔立ちのいいことでは日本一の大仏様といわれている。

台座内部は回廊になっていて、１３枚の仏画が展示されている。
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１３）回避亙§舒§J厠　日本有数の水濠公園。日本１００名城。さくら名所１００選

３／４

　　　　　　　日本の歴史公園１００選。日本の都市公園１００選

　市街地の中心部に広がる桜の名所･古城公園は今から４００年前に加賀藩２代藩主前田利長が築い

た高岡城の跡。慶長３年（１５９８）利家公の後を継いで藩主となった利長は同１０年（１６０５）

隠居して富山城に移るが、同１４年（１６０９）の大火で消失したため、高岡城をつくる。

入城して５年利長公は亡くなり、元和元年（１６１５）の一国一城令により廃城となった。

しかし城跡は残り、町民から「苦秘4」として親しまれた。

明治になり民間に払い下げられ、城跡が消失しそうになったが、服部嘉十郎らが公園指定の請願書を

提出し保存運動を展開。市民の力により城跡は高岡古城公園として今に受け継がれている。

　この公園の特徴は、中心市街地に約２１万平方メートル（約７万坪）という広大な面積で、３つの

水濠に囲まれていて、全体の３分の１の面積を占める。

城は残っていないが､加賀藩は城の実質的な保全を図った為濠や石垣は殆ど築城時のまま残っている。

築城時の薇が完全な形で残っている高岡城跡は江戸城（今の皇居）、弘前城に並ぶ貴重な存在。

　園内には、藩主前田利長や、城を設計した高山右近の銅像などが建っている。

　「高岡万葉まつり」のメイン会場になっている。

１４）高岡市万葉歴史 〒９３ ３－０１１６高岡市伏木一宮１－１１－１１

　　　　　　　　　（電）０７６６－４４－５５１１

　　「万葉集」の代表的歌人であり編者ともされる大伴家持は、今から約１２６０年前、越中国守とし

て高岡の地に５年間在任した。その間、「万葉集」全巻の収載歌約４５００首のうち、家持によって

越中で詠まれた歌は２２０余首であり、さらにゆかりのある歌を加えれば３３７首にものぽる。

この地の美しい風物を詩情豊かに詠んだこれらの歌ぱ越中万葉”として今尚光彩を放っている。

高岡が奈良、飛鳥と並び万葉の故地と言われる由縁である。

　この歴史館は、家持が居た国庁跡近くの伏木一宮に建てられ、全国初の万葉集に関する専門施設と

して、展示、出版、教育普及などの諸活動をして機能を果している。

１５）|肩巾iii扉1　高岡市北部の海岸、能登半島国定公園に含まれ、日本渚百選に選ぱれている。

晴れた日には富山湾越しに立山連峰３０００ｍ級の山々の眺望､元日の日の出など景勝地として人気。

　雨晴駅近くには、義経伝説の残る義経岩がある。ＪＲ氷見線の越中国分～雨晴間は海岸線の直ぐ横

を通る為、車窓からの眺めも良く鉄道フアンにも人気があり、青春１８切符の販促ポスターに採用さ

れている。

１６）氷見フィツシヤーマンズワーフ海鮮　　氷見市中央町７－１　（電）ｏ７６６－７４－７ｏ５１

　氷見漁港内にある道の駅で､朝水揚げされたばかりの鮮度抜群の魚介を市価よりも手ごろな値段で

販売する鮮魚コーナーが人気｡氷見うどんや鱒寿司など氷見や富山の特産品も揃えていて土産選びに

も便利。

１７）函で涵萌ﾓ面iREiq　鉢伏山に山頂　　　砺波市五谷鉢布施２２－３　　（電）ｏ７６３－３３－１ １１１

　散居村とは、平野に住居が点在する農村形態のこと。分散した家屋と田園の織り成す風景。

砺波平野は国内で最も典型的な散居村といわれる。標高５００ｍ程の展望台からは平野を一望。

朝霧、夕暮れの景観、田植え時、稲穂がたれる収穫期の風景など時間や季節により多彩な表情を見る
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事ができる。代掻きの時季は一段と幻想的。

１８）障宍戸奉り‾至で雨|　砺波市庄川町示野４３７　　北陸自動車道砺波ＩＣから約７ｋｍ

庄川特産のゆずを使った土産がずらり・・・

４／４

１９）｀方志功記念館・愛染　　〒９３９－１６５４　　南砺市福光１０２６－４

　　　　　　　　　　　　　　　　（電＆ファックス）０７６３－５２－５８１５

　　　　　　「愛染苑」は旧棟方住居の呼称だった。

　　　　　棟方志功（１９０３～１９７５）が福光に疎開していた６年８ヶ月の間に制作した作品を主に展示。

　　　　　愛染苑庭園内に谷崎潤―郎文学碑「愛染韻」（昭和２６年霜月１７日建立）がある。

b4iijW4ai]il　
アトリエ名だったが、今は旧棟方住居の呼称としている。

アトリエの板戸には鯉や蛤などが描かれ、厠には天女や菩薩が描かれている。

しょうげどう[4り4jﾖ　棟方が与えた石崎俊彦の堂号だったが、現在は民蔡館の呼称。平成１６年開館。

(文責　井上若子)
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